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特定外来生物「ヒアリ」が清水港で発見されたため、新興津コン

テナターミナルの現地調査を実施。不安が高まる住民の声を受

け、知事・市長に緊急要望を行いました。９月議会ではヒアリ対

策について質し、庁内連絡会議の設置、住民へのチラシ配布、

説明会実施について市長から答弁がありました。（裏面参照） 

2017.10 

 

清水港『ヒアリ』対策の 
徹底を求める 

１０月２３日未明に上陸した台風２１号は黒潮大蛇行の影響により、かつてない

高潮・高波被害が発生しました。甚大な被害に遭った由比漁港や清水港など

の被災現場へ状況調査を実施。高波被害に遭われた飲食店などへお見舞い

に伺い、災害ごみ収集などの要望をお受けし緊急対応させて頂きました。 

 台風２１号 高潮・高波による甚大な被害 
被災現場にて切実な要望に緊急対応 
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地域の声が実現しました。 

追分４丁目の交差点 
道路照明を新設 

山切川沿いの市道 
道路側溝を整備 

興津清見寺町の市道 
転落防止対策 

国１バイパスの工事規制 
わかりやすい看板を設置 

ヒアリ水際対策の現場調査 ９月１日 市長にヒアリ対策を緊急要望 配布された注意喚起チラシ 

９月議会でヒアリ対策を訴える 
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９月議会 山梨わたる議会質問より 
 

質問 

 

答弁 

平成３５年１０月富士市へ解体更地

返還予定である庵原衛生プラントは

施設存続すべきと考えるがどうか。 

質問 

 

答弁 

今後ヒアリ、アカカミアリへの対策を

どのように進めるのか。 

関係する９局１区１３課で組織するヒ

アリ対策庁内連絡会議を立ち上げ

た。具体的には港周辺の公共施設

における定期的点検や利用者への

注意喚起を行い、興津・袖師地区住

民への説明会、職員研修、国が行う

周辺調査への協力を行う。国や県は

もとより県トラック協会など民間とも

連携して水際対策を徹底し、定着さ

せないように万全を期する。 

 

 

 

静岡市議会港湾議員連盟で八戸港に寄港した地球深部探査船

「ちきゅう」と八戸市の取組を視察に伺いました。「ちきゅう」は清水

港での停泊が多いことから身近な存在でありますが、八戸市は海

洋研究開発機構ＪＡＭＳＴＥＣと連携したまちづくりを産官学一体

となって先駆的な取組を進めております。今後「ちきゅう」を中心と

してＪＡＭＳＴＥＣと連携を深める事は清水の活性化に寄与し、海

を活かしたまちづくりへの起爆剤になるものと改めて感じました。 

最前線の現場から 

あなたのご意見・ご要望をお聞かせください 

控 室 ： 静岡市葵区追手町 5-1  ＴＥＬ 054-254-2769 
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公明党静岡市議会 検索 

地球深部探査船「ちきゅう」船内視察 

蒲原・由比地区のし尿処理施設は必

要不可欠な施設である。生活排水

処理を合併浄化槽で推進することと

したことから、し尿・浄化槽汚泥量が

微増の見込みである。また運搬経費

負担の観点や大規模災害時の安定

処理を確保する必要がある。これら

を踏まえ庵原衛生プラントの継続使

用を含め整備方針を検討していく。 

質問 

 

答弁 

成年後見制度利用促進基本計画を

策定するよう国は求めているが、本

市はどのように進めていくのか。 

策定は努力義務だが本市でも検討

を始めた。利用者がメリットを実感で

きる制度・運用の改善、権利擁護支

援の地域ネットワークづくり、不正防

止の徹底と利用しやすさの調和など

を考慮し、専門職団体、家裁、関係

機関に意見を頂きながら進める。 

 

 

 

継続使用が可能な事を確認（庵原衛生プラント視察） 


